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第４章．ソフトウエア

4-1. インストール

　本製品添付のソフトウエアは３.５インチ（１.４４ＭＢ）ＦＤまたはＣＤに圧縮された形

で格納されており、同メディア内のインストーラ“ＩＮＳＴＡＬＬ．ＥＸＥ”の実行により

展開されます。　なお、内容については充実・改良の目的で後日、追加・変更も有り得ます。

　重要な変更については同メディア内のドキュメントファイルに記すこととします。

　操作手順／ＦＤＤの場合　　      ◆インストール元：Ａドライブ、

　　　　　　　　　　              ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）

　       （□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　              の場合で例示。

　　　　　　　　　　　             C:¥WINDOWS＞CD¥【ENTER】

　　　　　　　　　　　             C:¥＞A：INSTALL□A：□C：【ENTER】

　操作手順／ＣＤＲＯＭの場合　　  ◆インストール元：Ｄドライブ（ＣＤＲＯＭ）

　　　　　　　　　　              ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）

　　　　（□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　　              の場合で例示。

　　　　　　　　　　　             C:¥WINDOWS＞CD¥【ENTER】

　　　　　　　　　　　             C:¥＞CD□D:￥INSTALL￥ISA￥DIO￥MDO252【ENTER】

                                   C:¥＞D:INSTALL□D:□C:【ENTER】

　　　　　　　　　　各プログラムグループ（Ｃ，ＢＡＳＩＣ等）ごとにインストール実行

                  の有無を問うてきますから、【Ｙ】＝ｙｅｓ，【Ｎ】＝ｎｏ，で答える

                  だけで作業が進みます。

　　　　　　《注》　ＭＳ－ＤＯＳの環境変数“ＣＯＭＳＰＥＣ”が設定されていないか、

                  または正常に設定されていないと本インストール・プログラムの作業が

                  途中で停止してしまいます。　実行前に確認、または設定しておいてく

                  ださい。

　　　　　　　　 ＝ 設定例 ＝　ＣＯＭＭＡＮＤ．ＣＯＭがＣドライブの￥にある場合、

　　　　　　　　               ＞SET□COMSPEC＝C：￥COMMAND.COM【ENTER】

　　　　　　　　   全ファイルをインストールした場合のディレクトリ構造は図４－１の

　　　　　  　　 ようになります。
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　図４－１．インストール後のディレクトリ　　      ★本図は原形です。
                                                    充実・改良の目的で後日、追加・変更も有り得ます。
　　　　　￥

　　　　　｜

  　ＭＳＣＩＥＮＣＥ
　　　　　｜

　　　　　｜－－ＢＯＡＲＤＴＳＴ－－－２５２ＱＢ１．ＥＸＥ：本ボードの試運転・動作確認用プログラム

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－２５２ＱＢ１．ＣＯＭ：英語モードに切り替えた後、ＥＸＥを実行する

　　　　　｜

　　　　　｜－－ＳＭＰ２５２Ｃ－－－－ＭＩＣＲＯＳＦＴ．Ｈ： ＭＳ－Ｃ用ヘッダ
　　　　　｜　（各種Ｃサンプル）　｜－ＢＯＲＬＡＮＤ．Ｈ　： ＴＵＲＢＯ－Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ用ヘッダ
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＩＮＴ２５２Ｅ１．Ｃ： 割り込み動作例／１データずつ転送
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＩＮＴ２５２Ｈ１．Ｃ： 割り込み動作例／ブロック転送
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＰＯＬ２５２Ｅ１．Ｃ： ポーリング動作例／１データずつ転送
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＰＯＬ２５２Ｈ１．Ｃ： ポーリング動作例／ブロック転送
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＤＭＡ２５２．Ｃ  　： ＤＭＡ動作例
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＳＹＣ２５２．Ｃ　　： サイクル動作例
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＭＳＶ２５２Ｅ１．Ｃ： マスタスレーブ動作例／１データずつ転送
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＭＳＶ２５２Ｈ１．Ｃ： マスタスレーブ動作例／ブロック転送
　　　　　｜

　　　　　｜－－ＳＭＰ２５２Ｂ－－－－２５２ＱＢ１．ＢＡＳ： Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃ（４.５）用サンプル
　　　　　    （ＢＡＳＩＣサンプル）

【追伸】 ボード依存性のない汎用ＷＩＮＤＯＷＳ版Ｉ／Ｏ実行ＤＬＬ／デバイスドライバは

         当作業ではインストールされません。  ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用はＷｉｎ９５

         フォルダにあり、ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ用はＷｉｎＮＴフォルダ中にあります。

         ＣＤＲＯＭの場合：￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥Ｗｉｎ９５

                                                       （￥ＷｉｎＮＴ） です。

《ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用》

         インストーラはありません。  手作業で適切なフォルダにコピーしてください。

 ◆ドライバ類の所在は、 ドライバ本体：￥ＷＩＮ９５￥ｓｙｓ￥ｐｔａ９５＿０.ｖｘｄ

                        汎用のＤＬＬ： ￥ＷＩＮ９５￥ＤＬＬ￥ａｃｃｓ＿９５.ｄｌｌ

                        ドライバ説明： ￥ＷＩＮ９５￥ＤＯＣ￥ｒｅａｄｍｅ.ｔｘｔ

 ◆コピー先：  ＤＬＬはＷＩＮＤＯＷＳ９５のフォルダに、ＶＸＤはＷＩＮＤＯＷＳ９５の

             システムフォルダです。

《ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ 4.0 用》

         インストールは添付のインストーラで行いますが、このとき同時にドライバの設定

       ユーティリティ、サンプルプログラムもインスト―ルされます。

 ◆汎用ドライバ類の所在は、インストーラ：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｓｅｔｕｐ.ｅｘｅ

                           ドライバ本体：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｓｙｓ￥ＮｔＰｔａ＿？.ｓｙｓ

                           汎用のＤＬＬ：￥ＷｉｎＮＴ￥ＤＬＬ￥Ｐｏｒｔ＿ｎｔ.ｄｌｌ

             ドライバ設定ユーティリティ：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｓ＿ｒｅｇ.ｅｘｅ

                           説明ファイル：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｅａｄｍｅ.ｔｘｔ

【注１】 ？＝０～１５

    【注２】 ドライバとＤＬＬは無指定でＮＴ所定のフォルダにインストールされますが、
 ユーティリティとサンプルプログラムは前もってインストール先のフォルダを

           用意しておき、インストール実行時に指定します。
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4-2．Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃのサンプル

   Ｑｕｉｃｋ-Ｂａｓｉｃ（4.5）用のサンプルプログラム“２５２ＱＢ１．ＢＡＳ”は基本

 的なＢＡＳＩＣ文のみによる使用例です。  コーディングの詳細はソースのリストを御覧く

 ださい。  なお本プログラムの実行形式“２５２ＱＢ１．ＥＸＥ”は試運転・動作確認用に

 もなります。

   本サンプルプログラムはボード搭載のＦＩＦＯメモリ容量（標準１０２４データ）までは

 最高速（１０ＭＨｚ）でサンプリング可能ですが、サンプリング点数がこれより多いときは

 パソコン本体のＣＰＵ種類・クロック値・システム構成等により異なります。  例えば、

 ＣＰＵ：４８６／６６ＭＨｚのとき約□□ＫＨｚ程度です。

   さらに高速を求めるときはパソコン本体からＦＩＦＯメモリへのデータ転送速度がボード

 自体のサンプリング実行速度に負けないよう、機械語やＤＭＡを使用する必要があります。

                 動作条件           Ｉ／Ｏベースアドレス、         図４－２．“２５２ＱＢ１”の

                 パラメータ設定     出力モード、                               フロー概要

                                    クロック、トリガ、

                 制御データ作成     サンプリング・データ数

                ＦＩＦＯバッファ                                  直接出力モード

                出力モード

                    リセット                                      ｏｎ【ＥＳＣ】           終了

                                                                                  Ｙｅｓ

                                                                     Ｎｏ

                制御データ再設定

                                                                   １データ入力  （ＫＥＹ）

                 出力データ転送   （to ＦＩＦＯ）

                                                                   １データ出力  （出力端）

                    スタート      （即、またはトリガ待ち）

                  ｏｎ【ＥＳＣ】              終了

                                     Ｙｅｓ

                    Ｎｏ

                ｏｎ【ＳＰＡＣＥ】            終了

                                     Ｙｅｓ

                    Ｎｏ

                    指定数

          Ｎｏ      出力終了？

                          Ｙｅｓ

                      終了
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4-3．Ｃのサンプル

   代表的な使用方法、アルゴリズムを具体化したサンプルソースがあります。  ＭＳ－Ｃ、

 ＢＯＲＬＡＭＮＤ－Ｃ、ＴＵＲＢＯ－Ｃでコンパイルすることができます。

 ①ＭＮＬ２５２．Ｃ    ： 直接出力モード動作例（他は全てＦＩＦＯバッファ出力モード）

 ②ＰＯＬ２５２Ｅ１．Ｃ： ポーリング動作例／１データずつ転送

 ③ＰＯＬ２５２Ｈ１．Ｃ： ポーリング動作例／ブロック転送

 ④ＩＮＴ２５２Ｅ１．Ｃ： 割り込み動作例／１データずつ転送

 ⑤ＩＮＴ２５２Ｈ１．Ｃ： 割り込み動作例／ブロック転送

 ⑥ＤＭＡ２５２．Ｃ    ： ＤＭＡ動作例

 ⑦ＳＹＣ２５２．Ｃ    ： サイクル動作例（サンプリング開始前に１周期分データ転送）

 ⑧ＭＳＶ２５２Ｅ１．Ｃ： マスタスレーブ動作例／１データずつ転送

 ⑨ＭＳＶ２５２Ｈ１．Ｃ： マスタスレーブ動作例／ブロック転送

   以下、各ソースのフロー概要を記します。

  ①ＭＮＬ２５２．Ｃ                        ⑦ＳＹＣ２５２．Ｃ

    これは単純な１６ＢＩＴ（ラッチ）          ＦＩＦＯバッファ出力／サイクルモード

出力としての使用例です。                  で、ＦＩＦＯ内のデータ群を１周期として

                                          繰り返し循環出力します。

        図４－３Ａ．直接出力動作                             図４－３Ｂ．サイクル出力動作

           初期化       Ｉ／Ｏベースアドレス                       初期化      Ｉ／Ｏベースアドレス

                        ボード・リセット                                       ボード・リセット

                                                              動作条件、       出力モード、転送モード、

        動作条件設定    直接出力モード                        パラメータ設定   クロック、トリガ、

                                                              制御データ作成   繰り返し回数

         データ入力   （ＫＥＹ入力）                           データ転送     （ＦＩＦＯに書き込み）

         データ出力   （ＯＵＴ命令）                            スタート       即スタート、または

                                                                               外部トリガ入力待ち

                                                       Ｎｏ                    指定回数出力終了、

                                                                動作終了？     または

                                                                               停止操作待ち

                                                                      Ｙｅｓ

                                                                   終了
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② ＰＯＬ２５２Ｅ１．Ｃ：  ＦＩＦＯバッファ出力モードでステータス【Not-Full】を監視

                         ／評価しながら逐次、パソコン側から追加データをＦＩＦＯメモ

                         リに転送します。

③ ＰＯＬ２５２Ｈ１．Ｃ：  ②と同様、ステータス【Not-HalfFull】を監視／評価しながら

                         追加データをＦＩＦＯメモリ容量の半分単位で転送します。

 ⑧ＭＳＶ２５２Ｅ１．Ｃ

 ⑨ＭＳＶ２５２Ｈ１．Ｃ：   マスタスレーブ（３－１７項）動作例です。  複数ボードに

                           モード設定、転送操作を行うこと以外は②③と同様です。

                     図４－３Ｃ．ポーリング動作のフロー概要

                       初期化          Ｉ／Ｏベースアドレス、

                                       ボード・リセット等

                    動作条件、

                    パラメータ設定     出力モード、データ転送モード、

                    制御データ作成     クロック、トリガ、サンプリング点数

                     データ転送        ＦＩＦＯメモリに（最初の）データ書き込み

                      スタート         即スタート、またはトリガ待ち

                                     Ｙｅｓ

                     フラグＯＮ？              【Not-Full】または【Not-HalfFull】フラグ

                      Ｎｏ

                                       データ転送   （追加データ）

                                     Ｙｅｓ

                     エラー発生？

                      Ｎｏ

                                       エラー終了

             Ｎｏ

                      動作終了？        指定数のサンプリング終了

                            Ｙｅｓ

                        終了
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④ＩＮＴ２５２Ｅ１．Ｃ：    ＦＩＦＯバッファ出力モードでステータス【Not-Full】割り

                           込みルーチン中で逐次、パソコン側から追加データをＦＩＦＯ

                           メモリに転送します。

 ⑤ＩＮＴ２５２Ｈ１．Ｃ：    ④と同様、ステータス【Not-HalfFull】割り込みルーチン中

                           で逐次、追加データをＦＩＦＯメモリ容量の半分単位で転送し

                           ます。

                     図４－３Ｄ．割り込み動作のフロー概要

                       初期化          Ｉ／Ｏベースアドレス、

                                       ボード・リセット等

                    動作条件、

                    パラメータ設定     出力モード、データ転送モード、

                    制御データ作成     クロック、トリガ、サンプリング点数

                     データ転送        ＦＩＦＯメモリに（最初の）データ書き込み

                    割り込み前処理    （対パソコン内の割り込みコントローラ）

                      スタート         即スタート、またはトリガ待ち

                              【Not-Full】または

                              【Not-HalfFull】フラグによる

                               割り込み発生

                                                      割り込み処理ルーチン

         

                                                        データ転送   （追加データ）

                                     Ｙｅｓ

                     エラー発生？

                      Ｎｏ

                                       エラー終了

             Ｎｏ

                      動作終了？        指定数のサンプリング終了

                            Ｙｅｓ

                    割り込み後処理    （対パソコン内の割り込みコントローラ）

                        終了
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⑥ ＤＭＡ２５２．Ｃ ：   ＦＩＦＯバッファ出力モードでステータス【Not-Full】でによる

                       ＤＭＡ要求で逐次、パソコン側から追加データをＦＩＦＯメモリに

                       転送します。

                    図４－３Ｅ．ＤＭＡ動作のフロー概要

                       初期化          Ｉ／Ｏベースアドレス、

                                       ボード・リセット等

                    動作条件、

                    パラメータ設定     出力モード、データ転送モード、

                    制御データ作成     クロック、トリガ、サンプリング点数

                      データ転送       ＦＩＦＯメモリに（最初の）データ書き込み

                     ＤＭＡ前処理    （対パソコン内のＤＭＡコントローラ）

                      スタート         即スタート、またはトリガ待ち

                              【Not-Full】状態による

                               ＤＭＡ起動               ＤＭＡ実行

         

                                                        データ転送   （追加データ）

                                     Ｙｅｓ

                     エラー発生？

                      Ｎｏ

                                       エラー終了

             Ｎｏ

                      動作終了？        指定数のサンプリング終了

                            Ｙｅｓ

             Ｎｏ

                     ＤＭＡ終了？      指定数のＤＭＡ終了：パソコン内のＤＭＡコントローラ

                                     （サンプリング終了と最終ＤＭＡ終了のわずかな時刻差に配慮）

                            Ｙｅｓ

                     ＤＭＡ後処理    （対パソコン内のＤＭＡコントローラ）

                        終了
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